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１ 調査日時 

  平成３０年４月１９日（木） 

２ 調査対象（品川区内公立学校全校） 

  小学校・義務教育学校 第２～６年 

  中学校・義務教育学校 第７～９年 

３ 調査内容 

（１）教科に関する調査 

 ○ 学習指導要領に定める内容につい

て、基礎・基本および活用の力を図

る問題で構成 

 ○ 前年度に学んだ内容の定着度を、

新年度の４月に調査 

＜第２、３学年＞ 

  国語、算数 

＜第４、５、６学年＞ 

  国語、社会、算数、理科 

＜第７、８、９学年＞ 

  国語、社会、数学、理科、英語 

（２）総合質問紙調査 

＜第２学年～第９学年＞ 

○ 自己認識、社会性、学級環境、生

活・学習習慣に関する意識について、

学力向上を目的とする学級経営や児

童・生徒指導の指針づくりに役立つ

包括的な項目の構成 

３年 ４年 

５年 ６年 ７年 

８年 ９年 

H29(3年) H30(4年) H29(2年) H30(3年) 

H30(5年) H29(4 年) H29(5年) H30(6年) H29(6年) H30(7年) 

H30(8年) H29(7年) H30(9年) H29(8年)
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社 会 理 科 

H30(2年) 

２年 

朝食を毎日食べていますか。 毎日同じくらいの時刻に寝ていますか。 お祭りやボランティア活動など、地域の行事に参加している。 
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平成３０年度「品川区学力定着度調査」の結果について 

※ 学力４層（A～D層）別にみた、各質問の肯定的な回答の割合を表している 

※ 学力４層とは、児童・生徒の正答率分布を25％刻みで４つの層に分けたもの 

・国語、算数・数学、英語は、

概ね良好である。 

・社会、理科については昨年度

と同様、学年が上がるにつ

れ、正答率が下がり、課題が

見られる。 

各学校の調査結果から見

られた課題と学力向上に

向けた取組については、校

内で組織的に分析の上、平

成30年９月28日（金）

までに指導課に提出。 

平 成 ３０年８ 月７日 
指 導 課 



平成３０年度「品川区学力定着度調査」課題となる小問 

国語 社会

理科

英語

算数 

数学 

学年 小問 目標値(%) 正答率(%) 
（区）

正答率(%) 
（全国）

2 漢字の書き（虫） 90.0 89.1 90.7 
3 順序に沿って文章の構成を考える 40.0 27.1 28.8 
4 ローマ字のつづり（tokkyû） 55.0 41.1 54.4 
5 漢字の書き（参加） 70.0 70.2 72.9 
6 漢字の書き（額） 55.0 53.1 53.3 
7 漢字の書き（温暖） 70.0 56.2 72.9 
8 歴史的仮名遣い（いふ→いう） 70.0 62.6 68.8 
9 敬語の理解（「見る」の尊敬語） 40.0 35.5 34.5 

「言語事項」、「与えられた条件で作文すること」に課題が

ある。 

おおむね良好であるが、「小数の入った計算」、「文章題から

の立式」、「グラフの作図」などに課題がある。 

学年 小問 目標値(%) 正答率(%) 
（区）

正答率(%) 
（全国）

2 かさ（形の異なる容器の比較） 85.0 76.2 72.6 
3 もとの大きさの 1/4 の大きさの理解 75.0 62.0 64.2 
4 整数－小数第一位の計算 80.0 75.2 71.8 
5 面積を２等分する直線 30.0 15.1 4.5 
6 長方形から正方形を得る(最大公倍数を利用) 30.0 25.5 17.0 
7 1m2あたりの人数を求める 40.0 35.3 35.1 
8 比例の式からグラフをかく 55.0 49.6 54.3 
9 文章題から連立方程式を立式する 30.0 25.3 20.5 

「資料の読み取り」、「社会的事象についての知識・理解」

の定着に課題がある。 

学年 小問 目標値(%) 正答率(%) 
（区）

正答率(%) 
（全国）

4 工場の生産物の出荷に関する資料の読み取り 60.0 43.5 50.7 
5 火災発生時の備えに関する資料の読み取り 65.0 52.2 59.1 
6 貿易と運輸に関する複数の資料の読み取り 45.0 37.7 42.8 
7 富国強兵についての理解 40.0 22.2 27.9 
8 世界の気候帯についての理解 40.0 20.5 25.5 
9 殖産興業政策についての理解 40.0 13.9 16.6 

学年 小問 目標値(%) 正答率(%) 
（区）

正答率(%) 
（全国）

4 昆虫のからだのつくり 55.0 51.7 56.1 
5 空気中の水蒸気を取り出す方法 30.0 17.4 14.9 
6 植物の発芽と成長〈適切な対照実験〉 45.0 28.8 47.8 
7 集気びんにろうそくを入れたときの様子 50.0 25.0 30.8 
8 物質の状態変化〈蒸留の理解〉 55.0 31.6 39.6 
9 Mg と化合した気体の質量〈グラフの作図〉 40.0 8.3 16.1 

「自然事象についての知識・理解」に課題があり、「グラフ

の作図」など「観察・実験の技能」にも課題がある。 

おおむね良好であるが、「リスニング」や「長文の読み取り」、

「英作文」に課題がある。 

学年 小問 目標値% 正答率(%) 
（区）

正答率(%) 
（全国）

8 英文の要点を聞き取る〈リスニング〉 55.0 46.7 44.0 
9 ブログの内容を把握する〈長文の読み取り〉 50.0 47.6 47.9 

平成３０年８月７日 
指 導 課 



平成３０年度「全国学力・学習状況調査」の結果について

１ 調査日時
平成３０年４月１７日（火）

２ 調査対象

小学校（義務教育学校前期課程を含む） 第６学年

中学校（義務教育学校後期課程を含む） 第９学年

３ 調査児童・生徒数 （ ）内は本区

第６学年 １,０３０,０３１人（２,３０９人）

第９学年 ０,９６７,１９６人（１,５２３人）

４ 調査内容

（１）教科に関する調査
○主として「知識」に関する問題

〔国語Ａ、算数・数学Ａ〕

○主として「活用」に関する問題

〔国語Ｂ、算数・数学Ｂ〕

○「知識」と「活用」を一体的に出題

〔理科〕

（２）生活習慣や学習環境に関する調査
○児童・生徒質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側

面等に関する調査

○学校質問紙調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育

条件の整備状況に関する調査

６ 学校質問紙調査の結果概要

小学校 品川区 東京都 全国

国語Ａ 76％ 74％ 71%

国語Ｂ 58％ 57％ 55%

算数Ａ 70％ 67％ 64%

算数Ｂ 59％ 55％ 52%

理科 63％ 62％ 60%

中学校 品川区 東京都 全国

国語Ａ 78％ 77％ 76%

国語Ｂ 64％ 63％ 61%

数学Ａ 70％ 67％ 66%

数学Ｂ 51％ 49％ 47%

理科 67％ 65％ 66%

○ 全ての調査結果において、全国および東京都の平均正答率を上回って いる。

【参考】

○地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか

○近隣等の（小）中学校・（中）小学校と，教科の教育課程の接続や教科に関する
共通の目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか

○ 「授業における地域人材の活用」や「学校段階間の円滑な接続に向けた取組」

について肯定的な回答をした学校の割合は、国や都を大きく上回っている。

○地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。
（肯定的な回答の合計）

○学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていると思いますか。（肯定的な回答の合計）

○家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。（肯定的な回答の合計）

平成３０年８月２７日
指 導 課
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＜小学校＞

予習・復習等、計画的な家庭学習の継続が、良好な調査結果に結びついたと言え

る。理科の観察・実験の技能の定着に課題が見られた。

＜中学校＞

＜共 通＞

調査結果は概ね良好であるが、昨年度と同様、国語では古典や書写の基礎的事
項の定着に課題が見られた。また、理科において、結果の原因を推察し、自分の考

えを記述する問題に課題が見られた。

７ 児童・生徒質問紙調査の結果概要

８ 考察

５ 教科に関する調査の結果の概要（平均正答率）

品川区

東京都

全国

品川区

東京都

全国

品川区

東京都

全国

品川区

東京都

全国

○ 「自ら計画を立てて勉強している」、「地域や社会の出来事等に関心がある」、

「話合いを通じて、自分の考えを深めたり、広げたりできている」と肯定的な回答

をした児童・生徒ほど正答率が高い傾向が見られた。

全ての学校で、プロジェクターや電子黒板等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たり
週１回以上行っている。引き続き、児童・生徒の興味・関心を高めるとともに、児童・

生徒の実態や特性に応じた授業改善を図っていくことが必要である。

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

77 秋田① 61 秋田①
石川＿

70 品川＿ 59 石川①
品川＿

66 秋田①
石川＿68 石川①

76 石川②
福井＿
品川＿

59 広島③ 67 秋田②
東京＿

57 秋田② 64 富山③
福井＿

75 青森④ 58 富山④
香川＿
品川＿

66 新潟④
富山＿
福井＿
沖縄＿

56 福井③ 63 茨城⑤
広島＿
大分＿
品川＿

74 東京⑤ 57 東京⑥ 55 東京④ 62 東京⑧

６年生

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科
80秋田① 66 秋田① 72 福井① 53 福井① 71 石川①

福井＿
79 石川②
福井＿

65 石川② 71 石川② 52 石川② 70 富山③

78 富山④
静岡＿
品川＿

64 福井③
品川＿

70 富山③
品川＿

51 富山③
品川＿

67 ＿＿⑬
品川＿

77 東京⑥ 63 東京④ 67 東京⑩ 49 東京⑤ 65 東京

９年生

※数字は平均正答率、丸数字は都道府県の順位を示す。

＜小学校＞ ＜中学校＞

＜中学校＞＜小学校＞

＜小学校＞ ＜中学校＞



平成３０年度「全国学力・学習状況調査」

において特に課題の見られた問題 

資料5-2-2



1 

設問の趣旨 区分 正答率 
解答類型 

１ ２ ３ ○４ 無解答 

ろ過の適切な操作方法を

身に付けている

品川区 69.6 3.2 19.8 7.0 69.6 0.4 

東京都 72.6 3.2 17.1 6.3 72.6 0.7 

全国 71.1 3.6 18.7 6.2 71.1 0.5 

学習指導要領における区分・内容

【第５学年】 A 物質・エネルギー

（１）物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方

の違いを調べ、物の溶け方の規則について考え

をもつことができるようにする。

イ 物が水に溶ける量は水の温度や量、溶ける物

によって違うこと。また、この性質を利用し

て、溶けている物を取り出すことができるこ

と。

観察・実験の技能の定着が不十分である。

小学校 理科 



2 

設問の趣旨 区分 正答率 
解答類型 

○１ ２ ３ ４ 無解答 

行書の基礎的な書き方を

理解して書く

品川区 52.2 52.2 18.5 17.3 10.8 1.3 

東京都 56.3 56.3 17.6 14.7 9.6 1.8 

全国 54.4 54.4 18.3 15.4 10.7 1.2 

学習指導要領における領域・内容

【第１学年】 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（２）

イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書く

こと。

行書では筆順が変わる場合があるな

ど、基礎的な書き方の理解が不十分

である。

中学校 国語Ａ 



3 

設問の趣旨 区分 正答率 
解答類型 

１ ２ ９９ 無解答 

歴史的仮名遣いを現代仮

名遣いに直して読む

品川区 61.1 61.1 16.3 15.1 7.5 

東京都 52.8 52.8 19.8 18.4 9.1 

全国 63.0 63.0 13.2 16.4 7.4 

学習指導要領における領域・内容

【第２学年】

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（１）ア

(ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読し

て、古典特有のリズムを味わいながら、古典の世界に触

れること。

歴史的仮名使いに関する基礎的な知識が不十分である。

また、問題を読み違え、意味を解答している。

１ 「とおさざるなし」と解答しているもの

２ 「とほさざるなし」の意味を解答しているもの

９９ 上記以外の解答

中学校 国語Ａ 



4 

設問の趣旨 区分 正答率
解答類型

１ ２ ○３ ４ ９９ 無解答 

一次関数の意味を理解し

ている。

品川区 33.0 12.5 25.9 33.0 27.2 0.0 1.4 

東京都 32.2 13.7 26.1 32.2 26.7 0.0 1.3 

全国 36.4 13.7 24.1 36.4 24.8 0.0 1.0 

解答類型 正答

１ ア と解答しているもの（ｙは x に比例する。）

２ イ と解答しているもの（ｙは x に反比例する。）

３ ウ と解答しているもの（ｙは x の一次関数である。） ○

４ エ と解答しているもの（x と y の関係は、比例、反比例、一次関数のいずれでもない。）

９９ 上記以外の解答

学習指導要領における領域・内容

【第２学年】 C 関数

（１） 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べるこ

とを通して、一次関数について理解するとともに、関数関係を見いだし表現し考

察する能力を養う。

ア 事象の中には一次関数としてとらえられえるものがあることを知る。

一次関数の意味の理解が不十分である。

中学校 数学Ａ 



5 

設問の趣旨 計算方法を解釈し、数学的な表現を用いて説明することができる。

区分 正答率
解答類型

◎１ ○２ ○３ ◎４ ○５ ６ ７ ８ ９ １０ ９９ 無解答

品川区 10.3 0.2 0.0 9.7 0.4 0.0 12.9 8.1 14.2 15.7 33.4 0.3 5.0 

東京都 12.6 0.4 0.0 11.6 0.5 0.0 10.5 6.7 14.7 15.3 33.5 0.2 6.6 

全国 10.4 0.3 0.0 9.7 0.3 0.0 10.4 6.7 15.0 15.5 35.1 0.3 6.6 

１ ◎

２ ○

３ ○

４ ◎

５ ○

６

７

８

９

１０

９９

０

アを選択しているもの。

上記以外の解答

無解答

イを選択　(b)について，計算過程に着目していることについての記述が十分でなく，aが消去されることについて記述しているもの。

イを選択　(a)，(b)についての記述はないが，団体料金の１０人分が通常料金の何人分にあたるかや通常料金に着目して記述しているもの。

イを選択　選択肢イに当たる事柄のみを記述しているもの。

イを選択　上記以外の解答

イを選択　無解答

イを選択　(a)について，計算結果に着目していることについての記述が十分でなく，aが含まれていないことについて記述しているもの。

イを選択　(a)について，計算結果が一定であることを記述しているもの。

イを選択　(b)について記述しているもの。

イを選択　(a)について記述しているもの。（結論がなくてもよい。以下同様。）

　（正答の条件）
　　イを選択し，次の(a)，(b)のいずれかについて記述しているもの。
　　(a)　文字a（通常料金）を使って団体料金の１０人分が通常料金の何人分にあたるかを表した式に，aが含まれていないこと。

　　(b)　文字a（通常料金）を使って団体料金の１０人分が通常料金の何人分にあたるかを求めた計算過程で，aが消去されること。

中学校 数学Ｂ 

学習指導要領における領域・内容
【第２学年】 Ａ 数と式
（１） 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし、それを文字を用いて式に表現したり式の意味

を読み取ったりする能力を養うとともに、文字を用いた式の四則計算ができるようにする。
イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

 計算過程において文字 a が消去されることから、求める人数分の料金が通常料金 a によらない

ということが理解できていない。
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設問の趣旨 知識 活用 

神経系の働きについての知識を身に付けている  ◯  

区分 正答率 
解答類型 

◎１ ◎２ ３ ４ ５ ９９ 無解答 

品川区 47.4 46.2 1.2 2.8 12.4 4.5 22.5 10.5 

東京都 47.2 45.0 2.2 2.3 15.6 4.6 20.4 10.0 

全国 57.2 54.9 2.2 1.9 14.6 4.2 14.9 7.1 

１ ◎

２ ◎

３

４

５

９９

０

　末しょう　　　と解答しているもの。

　上記以外の解答

　無解答

　感覚　　　　　と解答しているもの。

　視　　　　　　と解答しているもの。

　運動　　　　　と解答しているもの。

　中枢　　　　　と解答しているもの。

学習指導要領における領域・内容

〔第２分野〕

（３）動物の生活と生物の変遷

 イ 動物の体のつくりと働き

 (ｲ) 刺激と反応

 動物が外界の刺激に適切に反応している様子の観察を行い、その仕組みを感覚器

官、神経系及び運動期間のつくりと関連付けて捉えること。

感覚器官が受けた刺激が脳に伝わる経路についての知識を身に付けていない。

中学校 理科 
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設問の趣旨 知識 活用 

植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を指摘できる  ○ 

区分 正答率 
解答類型 

◎１ ◎２ ◎３ ◯４ ５ ６ ７ ８ ９９ 無解答

品川区 18.5 0.5 1.9 12.0 4.1 6.6 0.7 8.0 5.8 38.6 21.8 

東京都 22.3 0.6 2.8 13.6 5.2 6.7 0.9 8.4 5.6 33.7 22.4 

全国 19.4 0.7 2.6 12.0 4.1 7.3 1.0 9.5 6.1 35.4 21.4 

１ ◎

２ ◎

３ ◎

４ ○

５

６

７

８

９９

０

　（ａ），（ｂ）及び（ｂ’）を満たさず，「湿度」という語句を使って湿度の変化を記述しているもの。
　　例　箱の中の湿度が変わった。

　（ａ），（ｂ）及び（ｂ’）を満たさず，「温度（気温）」という語句を使って記述しているもの。
　　例１　温度（気温）が変わらない（一定）。
　　例２　温度（気温）が上がった（下がった）。

　上記以外の解答

　無解答

　（ａ），（ｂ）及び（ｂ’）を満たしているもの。
　　例　土（鉢，皿）から水が蒸発して水蒸気となった。

　（ａ）及び（ｂ）を満たしているもの。
　　例　土（鉢，皿）から水蒸気が出た。

　（ａ）及び（ｂ’）を満たしているもの。
　　例　土（鉢，皿）から水が蒸発した。

　（ａ）を満たしているもの。
　　例１　土（鉢，皿）　例２　土（鉢，皿）から出た（何が出たか記述していない）。　　例３　土（鉢，皿）が乾いた。

　（ｂ）を満たしているもの。
　　例１　水蒸気　　　　例２　水蒸気が出た（出た場所を記述していない）。　　　　　　例３　植物から水蒸気が出た。

　　例４　（箱の中の）水蒸気量が増えた。

　（ｂ’）を満たしているもの。
　　例１　蒸発　　　　　例２　水が蒸発（蒸発した場所を記述していない）　　　　　　　例３　植物から水が蒸発

　（正答の条件）次の（ａ），（ｂ）及び（ｂ’）又は，（ａ）及び（ｂ）又は，（ａ）及び（ｂ’）又は，（ａ）を満たしているもの。
　　（ａ）　土（鉢，皿）の場所について記述している。

　　（ｂ）　水蒸気という語句を使って湿度が上がる仕組みを記述している。
　　（ｂ’）（水の）蒸発という語句を使って湿度が上がる仕組みを記述している。

学習指導要領における領域・内容
〔第２分野〕
（４）気象とその変化
 ア 気象観測
 (ｱ) 気象観測

 校庭などで気象観測を行い、観測方法や記録の仕方を身に付けるとともに、その
観測記録などに基づいて、気温、湿度、気圧、風向などの変化と天気との関係を見
出すこと。

湿度が上がった原因として考えられる要因を見出すことに課題がある。

中学校 理科 


